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1．はじめに 

 近年、液中プラズマや気液界面プラズマによる微生物の不活性化や有機物の分解などの応

用研究が盛んに行われている。我々は非平衡大気圧プラズマや大気圧酸素ラジカル源を用

いて、気相中の微生物の不活性化を行い[1]、基底状態の酸素原子が不活性化に大きく寄与し

ていることを明らかにしてきた[2]。緩衝液の pH は微生物の生命活動における重要なパラメ

ータであるが、プラズマで生成された粒子種と pH が不活性化にどのように寄与するかは明

らかにされていない。本研究では、種々の pH値をもつ緩衝液中の大腸菌（Escherichia coli）

に対して中性粒子である酸素ラジカル種を照射し、不活性化への寄与を検証した。 

2．実験 

 大気圧酸素ラジカル源は、大気圧下で発生した酸素プラズマから紫外線と荷電粒子（電子

及びイオン）を除去して、中性の酸素ラジカルのみを照射できる[2]。サンプルとして大腸菌

懸濁液（約 107個/ml）を pH9.3(Tris-HCl)と pH6.8(超純水)と pH3.7(citrate-Na)に調整したも

のを用いた。大気中の水蒸気や窒素の影響を取り除くために，大気圧酸素ラジカル源とサ

ンプルは容器内に設置し，アルゴンガスによってパージされた。また，ガス流量比 O2/(O2+Ar)

は 0.6％，総流量は 5 slmとして，酸素ラジカル種を生成させた。ラジカル照射口からサン

プル液面までの距離を 10mmとして、酸素ラジカルの照射時間を変化させた。その後、培

地にサンプルを塗布して、培養後にコロニーカウント法で殺菌効果を検証した。 

3．結果 

 Fig.1 に酸素ラジカルを照射した後の大腸菌の生菌数

を示す。酸性から中性領域では照射時間とともに生菌数

は指数関数的に減少し、D値は pH値によらず、約 1.4min

となった。一方，アルカリ領域では殺菌効果が低くなっ

た。この結果から、中性の酸素ラジカルによる液中の微

生物への不活性効果は溶液の酸性から中性領域では pH

値に依存しないことが示唆された。 
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Fig.1 Number of survivors of E. coli cells in 

alkaline(pH9.3), neutral (pH6.8) and acidic  

(pH3.7) solutions. 
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